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Ⅰ　はじめに

１．学習指導要領の改訂（体育編）

　平成23年度から小学校では「新学習指導要領」が全
面的に実施されている（文部科学省，2008）。今回の
小学校体育科に関する改訂のポイントは，①基礎的な
身体能力を身に付け，「運動を豊かに実践していくた
めの基礎」を培う観点から，発達の段階に応じた指導
内容が明確化・体系化された，②子どもの体力低下，
運動習慣の二極化傾向の指摘を踏まえ，「体つくり運
動」が低学年から規定された，③健康な生活を送る資
質や能力の基礎を培う観点から，中学校の指導内容に

つながる系統性のある指導ができるように，「毎日の
生活と健康」「病気の予防」についての指導が充実さ
れた，以上３点にまとめることができる（東洋館出版
社編集部，2008）。小学校学習指導要領体育編の体育
科改訂の趣旨における「イ　改善の具体的事項」（文
部科学省，2008）では，『運動領域については，幼児
教育との円滑な接続を図ること，体力の低下傾向が
深刻な問題となっていることや積極的に運動する子
どもとそうでない子どもの二極化への指摘があるこ
と，各学年の系統化を図ることなどを踏まえ，低学
年を「体つくり運動」「器械・器具を使っての運度あ
そび」，「走・跳の運動遊び」「「水遊び」「ゲーム」及
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び「表現リズム遊び」で構成し，中学年を「体つくり
運動」，「器械運動」，「走・跳の運動」，「浮く・泳ぐ運
動」，「ゲーム」及び「表現運動」で構成する。また，
高学年については現行どおりの構成とする。』と記述
されている。

２．低学年についての運動領域の構成

　旧学習指導要領では，低学年の運動領域は「基本
の運動」と「ゲーム」で構成されていた（佐藤ほか，
2002）が，前述の改善理由，つまり①幼児教育との円
滑な接続，②体力低下傾向の深刻化，③運動習慣の二
極化，④学年間の系統化を図る，により大きく構成し
直されたといえる。また，「指導内容が明確化・体系
化」された点も改訂の要点である。例えは，「ゲーム」
については，従前では『（１）ボールゲーム及び鬼遊
びについて，易しい遊び方を身に付け，みんなでゲー
ムが楽しくできるようにする。（２）規則を守り，互
いに仲よくゲームを行い，勝敗を素直に認めること
ができるようにする。（３）ゲームを楽しむための簡
単な規則を工夫することができるようにする』であっ
たが，新学習指導要領では『ア　ボールゲームでは簡
単なボール操作やボールを持たないときの動きによっ
て，的に当てるゲームや攻めと守りのあるゲームをす
る。イ　鬼遊びでは，一定の区域で，逃げる，追いか
ける，陣地を取り合うなどをする。』と指導内容が明
確化されている。この様に指導内容が明確化・体系化
されたのは今回の改訂の大きな特徴の一つである。

３． 小学校教諭養成課程における体育科教育法関連授

業の課題

　今回の改訂で指導内容が明確化されたとはいえ，例
示された内容を一律に小学校教育の現場で実践するの
は難しいと考えられる。なぜなら，運動習慣の二極化
により対象となる児童の体力・運動能力レベルには低
下傾向が認められ，同一学年の同一クラスであっても
体力・運動能力の｢個人差｣が大きく，バラツキが予測
されるからである。以上のことを考慮すると，小学校
教諭は適宜，体躯の授業運営において対象児の体力・
運動レベルに合わせて指導内容をアレンジする指導技
術が求められることとなる。
　A大学の小学校教諭養成課程「体育科教育法関連授
業」ではこの様な背景を鑑み，運動領域の種々の内容

（例えは，ゲーム・ボールゲーム・ボール運動，器械
運動など）では学生相互の模擬授業などの体験を通し
て指導内容が児童の体力・運動能力に合わせてアレン

ジできる指導技術が習得できるような実践的模擬授業
の試みを積み重ね，合わせて，指導カリキュラムの開
発に努めてきた。

４． A大学における体育科教育法関連授業の平成24年

度の取組み

　鬼遊びは，低学年「ゲーム」にて取り組む授業内容
と明示されている（文部科学省，2008）。また，「体つ
くり運動」でも体ほぐしの運動，多様な動きづくりの
運動，体力を高めるための運動でも頻繁に取り組ま
れている教材である（小嶋，2009，國末，2011，中
村ほか，2009，佐藤ほか，2010，常田，2009，内田，
2006）。これは，追いかける鬼役と逃げ手の人数や逃
げる区域，逃げる動作と追いかける動作を工夫するこ
とで適度な身体活動量が確保でき，多様な動作が経験
でき，動きづくりにつながるからである。これらのこ
とを考慮してA大学では，平成24年度の体育科教育法
関連授業にて，受講学生（小学校教育専攻学生）に鬼
遊び教材を頻繁に経験させ，多種の鬼遊びを多様にア
レンジして経験できるよう試行した。つまり，対象児
の体力・運動能力と興味関心を的確に把握し，鬼遊び
を適切にアレンジして授業運営ができる授業技術が習
得できるよう授業カリキュラムを編成した。
　しかし，近年の小学校教育専攻学生に限らず，学生
の多くは幼少期に遊び経験が乏しく，指導できる遊び
の量（種類）が少なく，質（アレンジし工夫できる能
力）的能力も習得していないことが報告されている

（古田，2010）。また，穐丸ほか（2007）は，幼児教
育・保育の現場では若年層の保育者や幼稚園教諭ほど
鬼遊びを含めた伝承遊びが日々の教育や保育に活用で
きていない，と報告している。
　これらのことから，体育科教育法関連授業で鬼遊び
教材が十分に活用できる授業技術を育成するために
は，まずは小学校教育専攻学生の鬼遊び経験を明らか
にして，その傾向を分析する必要があろう。そして，
経験傾向から不足している経験を補うカリキュラム開
発が必要と考えられる。

Ⅱ　目的

　本研究ではA大学の小学校教諭養成課程における体
育科教育法関連授業の授業内容を新しい教育指導要領
に対応させ，且つ鬼遊び教材が対象児の実態に合わせ
てアレンジできる指導技術を育成する授業カリキュラ
ムを開発するため小学校教育専攻学生の鬼遊び経験の
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傾向を明らかにすることを目的とした。本研究は，結
果を分析することで，鬼遊び経験内容の質と量が明ら
かとなり，関連授業に取り入れなければならない鬼遊
びを明確にさせ，関連授業の内容構築に役立てる基礎
的資料を得るものである。

Ⅲ　研究方法

１．調査対象者

　小学校教諭を養成する四年制A大学の小学校教諭養
成課程に在籍する１年次学生91人を対象とした（小学
校専攻学生とする）。

２．質問紙調査の方法

（１）調査期間
　質問紙調査は，平成25年１月に実施された小学校体
育関連授業「運動・健康の理解」の13回目（全15回授
業）で行い，ただちに回収した。

（２）調査手順
　全ての調査は，小学校関連授業である「運動・健康
の理解」の授業時間内に実施された。調査を開始する
にあたり，本研究の手順と主旨を口頭及び文書にて説
明した。特に回答の義務と個人情報に関しては，①回
答は義務でない，②回答は途中であっても中止でき
る，③回答しないことによる不利益はない，④回答に
よる個人情報は守られ，研究結果として公表するにあ
たり個人が特定されることはない，と説明した。その
後，同意が得られた学生のみ質問紙に回答を記入さ
せ，その場で質問紙を回収した。大凡の回答時間は15
分間程度であった。

（３）調査項目　
１） 小学校の体育授業での鬼遊びの経験の有無（経験

有り，経験なし，覚えていない）
２） 鬼遊び経験の内容（経験した学年と鬼遊びの内

容・種類）
３） 幼少期の学校体育以外での鬼遊び，運動遊びの経

験内容
　体育授業と体育以外で経験した鬼遊びに関する調査
にあたり，鬼遊び項目は，先行研究（古田，2010）を
参考に選択された鬼遊び（12項目）及びボール遊び

（８項目）の経験の有無を回答させた。

　 調査対象となった鬼遊びの選択肢
　鬼ごっこ（一人鬼，二人鬼），氷鬼，色鬼，高鬼，
手つなぎ鬼，島鬼，けいどろ，尻尾取り鬼，Sけん，
十字鬼（たんぼのた），線上鬼の12種類と，その他の

自由記述とした。

３．倫理的配慮

　本研究を始めるに当たり，研究目的と社会的意義，
個人情報の取り扱いを明記した質問紙を作成した。口
頭により，質問紙に明記された個人情報に関する次の
項目を説明した。①研究結果を公表するにあたり回答
者の個人が特定されることはない，②回答途中であっ
ても中止することができ，中止による不利益は生じな
い，③質問紙は研究期間を通して厳重に保管し，研究
終了後は速やかに適切な方法により破棄する，以上３
点の説明後，同意を得た上で，希望者のみ質問紙への
記入を開始させた。　

Ⅳ　結果および考察

１．小学校体育における学年別鬼遊び経験頻度

　小学校の体育の授業における鬼遊び経験の有無を回
答させた結果，52人（57.14％）が「経験有り」と回
答した。一方，32人が「覚えていない」，７人が「経
験していない」と回答した（表１）。

表１　小学校体育での鬼遊び経験

　 件数（人） ％

経験なし  7  7.69

覚えていない 32 35.16

経験有り 52 57.14

計 91

　そこで，本研究では「経験有り」の調査結果を基
に学年別経験頻度を分析した。表２に学年別経験頻
度を示した。経験率は，低学年が67.31%，中学年が
42.31%，高学年が21.15%となり，低学年での経験頻度
が高値という結果が得られた。すなわち，学年が進む
につれ経験頻度は低下する。しかし，全学年にわたり
鬼遊びが体育授業にて実施され経験していることが明
らかとなった。

表２　鬼遊びの学年別経験の推移

学年 件数（人） ％

低学年（１・２年） 35 67.31

中学年（３・４年） 22 42.31

高学年（５・６年） 11 21.15

＊経験有りの52人の複数回答を分類
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　本研究で調査対象となった小学校教育専攻学生が小
学校で受けた体育授業は旧学習指導要領であるが，旧
学習指導要領にも，「ゲーム」で鬼遊びが明記されて
いることと，「基本の運動」でも取り扱われていたこ
とにより鬼遊び経験率が高値となった背景にあると考
えられる。また，中学年及び高学年となるにしたがい
経験率が低下したのは，「基本の運動」の内容が「力
試しの運動」「用具を操作する運動」，「器械・器具を
使っての運動」，「走・跳の運動」，そして「ゲーム」
がバスケットボール型ゲーム，サッカー型ゲーム，
ベースボール型ゲーム，とより種目の習得に重きを置
いた授業内容になっていったためと推察された。

２． 小学校体育における各学年での鬼遊び内容の経験

頻度の推移傾向

　表３は，学年別の鬼遊び内容の経験推移を表してい
る。今回の調査では「体育授業で経験有り」と回答が
得られた鬼遊びの内容は14種類であった。

表３　鬼遊びごとの学年別経験の推移傾向

推移傾向 鬼遊びの種類

低学年で高頻度，そ
の後頻度が減少する
鬼遊び

鬼ごっこ（一人鬼，二人鬼），氷鬼，
けいどろ，色鬼，尻尾取り鬼

全学年で低頻度
手つなぎ鬼，増え鬼，影鬼，島鬼，
陣取り鬼，ボール鬼，ロボット鬼

　最も経験頻度が高い値を示したのが“鬼ごっこ（一
人鬼，二人鬼，追いかけっこ）”であった。次いで，

“けいどろ”，“氷鬼”，“色鬼”，“尻尾取り鬼”であっ
た。
　学年別の経験頻度推移では，全学年を通じての経験
頻度上位の鬼遊びは低学年での実施頻度が高くなる傾
向が明らかとなった。また，学年により経験頻度が顕
著に異なるという傾向は認められず，①学年が進むに
つれ頻度が減少する鬼遊びタイプ（鬼ごっこ，氷鬼，
けいどろ，色鬼，尻尾取り鬼）と②低学年から高学年
まで低い頻度で推移する鬼遊びタイプ（手つなぎ鬼，
増え鬼，影鬼，島鬼，陣取り鬼，ボール鬼，ロボット
鬼）に大別できた。
　低学年で経験頻度が高い鬼遊びは，典型的な鬼遊び

（一人鬼や二人鬼）や色鬼，氷鬼，けいどろであった。
これらの典型的な鬼遊びや色鬼は，ルールが比較的や
さしく低学年でも理解されやすいため頻繁に実施され
ていたと考えられる。また，集団対集団の鬼遊びに分
類される“けいどろ”や鬼役にタッチされても復活し

て再び遊びに参加できるという複雑なルールがある
“氷鬼”が低学年でも実施されていることが明らかと
なった。ただし，調査結果によると，複雑なルールが
ある鬼遊びと集団対集団の鬼遊びは，前者が氷鬼，後
者がけいどろの回答が多く，それ以外の回答は見られ
なかった。
　これらの結果を考慮すると，本研究で調査対象と
なった小学校教育専攻学生の経験の量，質ともに低い
と考えられ，今後の体育科教育関連授業では多種の鬼
遊びを多様にアレンジさせて経験させる必要があると
考えられた。

３．小学校体育での鬼遊びのタイプ別経験頻度

　今回の調査では，経験有りと回答で得られた鬼遊び
を３つのタイプに分類し，その経験頻度傾向の分析を
試みた。鬼遊びは，Aが鬼遊び原型タイプ，Bが複雑
なルールがある鬼遊び，Cが集団対集団の鬼遊びの３
つのタイプに分類できた。
　第一のAタイプである鬼遊び原型タイプとは，鬼遊
びの原型ともいえる「駆けっこ・追いかけっこ」や

「一人鬼・二人鬼」の実施頻度は低学年での経験が高
値を示した。また，類似する少数の鬼から逃げる鬼遊
びの色鬼，島鬼，高鬼も同様な傾向を示した。
　次に，Bタイプである複雑なルール（きまり）があ
る鬼遊びタイプとは，氷鬼（復活できる），尻尾取り
鬼（逃げ手の尻尾を取る），手つなぎ鬼（鬼になった
らお鬼と手をつないで逃げ手を追いかける）や増え鬼

（鬼が徐々に増える），線上鬼（逃げ手は地面や床に引
かれた線の上だけを逃げる）等といった鬼遊びがあ
り，全学年にて経験している傾向が認められた。
　そして，Cタイプである集団対集団タイプの鬼遊び
とは「集団対集団で実施される鬼遊び」であり，つま
り，逃げ手集団と追いかける鬼集団がチームとして組
織され作戦を立てて実施される。その代表例である

“けいどろ”は低学年から中学年にかけての経験頻度
が高いという結果が得られた。

４．小学校体育授業以外の鬼遊び経験頻度

　図１は，調査対象となった男子学生と女子学生の児
童期における小学校体育授業以外での鬼遊び経験と
ボール遊び経験である。つまり，放課後や居住地域で
の同学年や異学年で実施した鬼遊びの傾向である。
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図１　小学校体育以外での鬼遊び経験

　各鬼遊びについて「よくした」「時々した」「経験な
し」の３件法で回答させた結果，男子学生では，追い
かけっこ81.00％，けいどろ81.00％，氷鬼52.00％，色
鬼37.00％の回答を得た。一方，手つなぎ鬼（11.00％）
や島鬼（7.4％）は経験者が少なく，Sけんと十字鬼は
本調査対象者では経験者がいなかった。女子学生で
は，けいどろ（79.00％），追いかけっこ（75.00％），
氷鬼（70.00％）色鬼（59.00％）と高い経験率を示し
た。しかし，男児と同様に，Sけんや十字鬼の経験率
は低い結果となった。これは古田（2010）の報告と同
様な傾向を示す結果となった。これらのことから，今
回対象となった小学校教育専攻学生の小学校体育以
外での鬼遊び経験の傾向は，休み時間などの自由に
遊べる時間でも体育の授業と同様に「限られた鬼遊
び」での実践がされてきたと考えられる結果が得られ
た。これの背景には，現在の戸外遊び実践の課題であ
る「三間の崩壊」が影響していると考えられる（前
橋，2008）。つまり，近所の年長児と年少児が一緒に
なって遊ぶ“群れ遊び”が崩壊し，遊びの伝承がなさ
れず，体育授業などで経験した限定的な鬼遊びのみに
より遊びが展開されていると推察できる。

　今回は，小学校教育専攻学生の児童期における小学
校体育授業と小学校体育の授業以外の自由な遊び時間
での鬼遊び経験頻度の傾向を調査したが，いずれも経
験した遊びの種類が限られた内容であり，その経験頻
度も低いことが明らかとなった。この結果は，初等教
育専攻学生には小学校体育に不可欠な鬼遊びを体育科
教育法やその関連授業にて鬼遊びを教育する必要があ
る事を意味している。つまり，新しい小学校学習指導
要領に対応して授業運営能力が優れた小学校教諭を養
成するため小学校教諭養成課程の体育科教育法関連カ
リキュラムの改善が必要であると示唆された。

Ⅴ　まとめ

１． 本 調 査 の 対 象 と な っ た 初 等 教 育 専 攻 学 生 の
57.14％が小学校体育での「鬼遊び経験がある」
と回答した。

２． 学年別の鬼遊び経験頻度では，低学年（１・２年
生）が67.31％，中学年（３・４年生）が42.31％，
高学年（５・６年生）が21.15％と学年が上がる
につれ経験頻度が減少する傾向を示した。

３． 今回の調査で“経験有り”の回答を得た鬼遊びの
種類は14であった。

４． 小学校体育で経験した鬼遊びは３つのタイプに分
類できた。

５． 今回の調査結果から小学校体育での鬼遊び経験は
経験した種類は少なく，全学年を通しての経験頻
度も低いといえる。
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